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キッコーマン株式会社 様、千葉県立農業大学校 
産 学 連 携 に よ る 新 た な 価 値 創 出 へ の 取 組 み 

 
「その後① 研究結果について」 

 
 

この度、当社の仲介により、千葉県立農業大学校による「未利用資源の飼料的価値
等の有効性」を目的とした研究が、キッコーマン株式会社様ご協力のもと実施されま
した。※前回の記事はこちら。 

飼育後期の豚の群れを、①従来の配合飼料のみ、②配合飼料 50%・大豆ダスト 50%、
③大豆ダスト 100％の３つのグループに分け、精肉の上、在校生による官能検査（目
隠しして豚肉を試食）を実施したところ、②と③の大豆ダストを利用した飼料が「香
り」、「脂」、「おいしさ」について①を上回る結果となりました。この研究によって、
従来の飼料コストが最大 85.8％も削減できると共に、「食品ロス削減」や焼却処分時
に排出されてる「CO2 削減」にも貢献できる、大変素晴らしい成果を収める事がで
きました！ 

日本環境開発(株)は今後も産学連携による「新たな価値の創出」のお手伝いをさ
せて頂きます！  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(右から＝千葉県立農業大学校 本多様、桑原様、弊社 嵯峨山) 

http://www.nihonkankyo.co.jp/wp-content/uploads/2022/08/sangakurenkei20220809.pdf

